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１．研究計画の概要 
HSV におけるウイルス自体の細胞障害性と複
製という特性を利用して、“特定の腫瘍細胞
のみで HSV の複製をおこさせる組み換え
HSV”を作成し標的細胞のみを殺傷する、癌
治療を対象とした新しい見地からの遺伝子
治療を前立腺癌に焦点をおいて検討してい
る。  
 
２．研究の進捗状況 
前立腺癌におけるサバイビン及びその
splice variants の骨転移におけるマーカー
としての有用性、および survivin-発現特異
的殺傷ヘルペスウイルス作成についても検
討している。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
サバイビン遺伝子の 2種類の splice variant
（ survivin-2B と survivin-・Ex3）につい
て、予備実験において組織学的悪性度および
MIB-1 index と サ バ イ ビ ン お よ び
survivin-・Ex3 が正の、また survivin-2B が
負の相関を示唆する結果を得た。 
 
４．今後の研究の推進方策 
サバイビン及 2 種類の splice variant
（ survivin-2B と survivin-・Ex3）の発現
パターンと、組織分化度、および転移の有無
における相関関係を検討し、骨転移における
マーカーとしての有用性、および survivin-

発現特異的殺傷ヘルペスウイルスの臨床的
治療効果についても今後検討を加える予定
である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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